
受性がとても豊かな面と繊細すぎる面を持ち合わせて

いるＡさんと出会ったのは、私がまだ若手と呼ばれる

年齢の時でした。Ａさんの保護者は、中学校時代は欠席しがち

だったＡさんが毎日高校に通えるのか、随分心配しているよう

でした。また、些細なことで感情的になり、反抗的な態度を取

ることもあるＡさんに手を焼いている様子もうかがえました。

しかし、そうした保護者や担任の私の不安をよそに、Ａさんは

順調に登校を続け、極めて優秀な成績で１年次を終えました。

　ところが２年次の夏季休業明けから、Ａさんは無断欠席を繰

り返すようになりました。Ａさんが登校した時には、私は朝の

ＳＨＲの後や下校前の掃除の時間などに、何気ない口調で「ど

うしたの？」「大丈夫？」などと声をかけました。しかしその

度に、Ａさんは私と目を合わせようとせず、追い詰められた表

情で「自分のことが嫌だ」とつぶやき、涙ぐむのでした。「自

分は見た目が悪い」「字も汚い」「自分には価値がない」。そう

した自己否定の言葉を口にするＡさんに私は、「そんなことは

ないよ」と伝えました。「あなたの笑顔はとても魅力的」「字

だって私よりも上手」。そして、「１年生の時に頑張って登校を

続けたことは本当に立派だった」「勉強だってできる。あなた

には誇れるところがたくさんあるよ」などとＡさんのよいとこ

ろを挙げて励ましました。しかし、そういった言葉がＡさんの

心に響いているという手応えはありませんでした。結局Ａさん

は、自身の希望で２年次修了後に通信制課程の高校に転学しま

した。

の後、様々な生徒と接して教師としての経験を積む中

で、次第に私は、Ａさんがどのような生きづらさを抱

えていたのか、本人の言葉に十分に耳を傾けられていなかっ

たことに気づき、後悔するようになりました。「成績はよいし、

励ませば学校に戻ってくる」。そのように、教師の自分にとっ

て都合のよい未来を描くことが「生徒を信じること」だと私は

勘違いしていたのです。

　あの時、Ａさんの苦悩をまずはそのまま受け止めていたらど

うなっていたのだろうか。苦しみを抱える自分をそのまま認め

てくれて、まとまらない自分の言葉にじっと耳を傾けてくれる

人が近くにいることで、Ａさんは救われたかもしれない。Ａさ

んへの申し訳なさを抱えたまま、多様な生徒を「信じる」とは

どういうことなのか、今も考え続けています。

生徒を信じること、生徒に寄り添うことについて考え続
けた山下先生。ウェブオリジナル記事では、様々な生徒
との出会いを通して気づき、深められた自身のあり方を
語っています。ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article38161/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

「
自
分
に
は
価
値
が
な
い
」。
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やました・ともみ ● 同校に赴任して10 年目。
福祉健康系列主任。福祉科。「産業社会と人間」において

企業見学を実施するなど、生徒の進路意識の向上に
力を入れてきた。学習状況や進路観、発達面などで

生徒の多様化が進む中、生徒について教師間で対話する
重要性が一層増してきていると考えている。

青森県立七
しちのへ

戸高校

山下友美

先生なら、
どうしますか？

感

そ

イラスト：カモ
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編集部からのお知らせ

 高校版
オンラインセミナー開催のご案内

次期学習指導要領
「答申」を解説

生成AI時代　生徒の
思考をどう深めるか？

プログラム1 ● 特別企画連動 プログラム２ ● 特集テーマ連動

https://benesse-hs.jp/nm2gq
お急ぎの場合は、お電話もご利用いただけます。
株式会社ベネッセコーポレーション　お客様サービスセンター　TEL：0120–350455（通話料無料）
受付時間：月～金 8:00 ～18:00 ／土 8:00 ～17:00 （祝日、夏季休業、年末・年始を除く）

開催日時	 2027年1月14日（木）　16：00〜17：30
形式　オンライン（ZOOM 配信）　　参加費　無料

※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。　※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。
※一部時間帯の視聴も可能です。　※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

● プログラムの内容　2024 年 12 月の文部科学大臣からの
次期学習指導要領に関する諮問「初等中等教育における教

育課程の基準等の在り方について」に対して、26 年冬に、

中央教育審議会が答申する見通しです。管理職が次期学習

指導要領に向けて押さえておきたい答申のポイントと今から

着手しておきたいことについて、文部科

学省の栗山和大教育課程企画室長が解

説します。

● プログラムの内容　本誌10月号・特集「生成 AI 時代　生
徒の思考をどう深めるか？」を振り返った上で、読者から寄

せられた質問に対して、教育の情報化に関する研究に従事

する東京学芸大学の高橋純教授と編集部が回答します。ご

質問は、本セミナー申し込みフォームで受けつけています。

お問い合わせは
こちら

文部科学省初等中等教育局
教育課程課教育課程企画室長

栗山和
か ず

大
ひ ろ

東京学芸大学
教育学部　教授

高橋 純

右記の２次元コード、または下記 URL からお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/VIEW2631

４月号 特集テーマ連動
「なぜ、あの学校は人が動くのか？」

講師　
帝京大学大学院教職研究科准教授
町
ちょう

支
し

大
だ い

祐
す け

https://benesse-hs.jp/VIEW2612

「教師が主体的に動く学校に共通するリーダーのあり方」や「高校の特色化・魅力化を進める上で管理
職に求められる視点や役割」について深めました。

７月号 特集テーマ連動
「どう進める？　高校の特色化・魅力化」

講師　
全国普通科高等学校長会事務局長　佐藤 到

いたる

長崎県立佐世保南高校校長　舟越 裕
ひろし

https://benesse-hs.jp/VIEW2622_2

過去の
オンラインセミナーは
こちらから
ご覧いただけます

視聴無料
※登録が必要です

参加申し込み方法

参加申し込み締め切り日
2027 年１月13日（水）
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